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能登半島地震の地質環境災害に関する現地調査結果 
 －その 4 輪島市門前町道下での詳細調査結果－ 
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1 はじめに 

 輪島市門前町道下は，八ヶ川に南南東か

らそそぐ谷の出口の扇状地状の微高地で，

八ヶ川の低地よりも数 m 高い。微高地であ

るにもかかわらず倒壊家屋が多くみられた。

これらは液状化が被害の原因のひとつとし

て報道されている。この中の西部地区は特

に倒壊家屋が多くみられた（図 3･4）。しか

し，この西隣の砂丘上に建つ家屋は外観上

大きな損傷はない。被害は地質の違いによ

るものと考えられ，倒壊した一軒の家屋に

おいて詳細調査をおこなうことができたの

で，その結果を報告する。なお，成果の一

部は川辺ほか（2007）にて掲載されている。 

 

2 調査結果 

調査は簡易貫入試験とダブルコアパッ

クチューブによる不かく乱オールコアボー

リングによって行った。この結果を図 5 お

よび図 6 に示す。  
ここでは，深度約 3～5m 以深に砂丘砂と

思われる NC>40 の良く締まった砂層が分

布する。この砂層は西に向かい出現深度が

浅くなる。調査地の南西 50m の隣接地は砂

丘であるので，調査地はこの砂丘がいわば

堆積物で埋没しているといえる。調査地の

西半分では，深度 3m で砂丘と思われる砂

が出現するものの，東半分ではその出現深

度が約 5m となり，東半分では深度 5～3m
までは，Nc=20～40 程度の締まった砂層で

ある。これらを覆って深度約 1～3m には，

Nc=4～10 の有機質な泥層を挟む Nc=10～

20 の泥質分がなく淘汰の良い細粒～中粒

砂層が重なる。なお，ここまでは縄文時代

以降に堆積したと思われる自然地層である。

さらに，この上位には Nc=6～20 程度の泥

質な砂層からなる人工地層が重なる。地下

水位は調査時には深度約 0.8m であった。  
 

3 考察とまとめ 

地下水面下では Nc>10 の締まった地層  

 
図 1 調査地の位置 

 

図 2 貫入試験の位置 
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形成時の堆積構造がみられる砂層から構成

され，ここでは液状化－流動化していない

といえる。被害は沖積層の層厚変化と砂丘

後背地の沖積層の地震動の増幅とが関係し

ているものと考えられる。同様な現象は千

葉県内の沖積低地と砂丘ないし洪積層との  

 
図 3 調査位置の 2007 年 4 月 8 日の状況（道

路左の倒壊家屋はすでに撤収されている。） 

境界部でも考えられ，今後のさらなる調査

やシミュレーションが必要である。 
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図 4 調査位置の道路の反対側の 2007 年 4 月

8 日の状況（いずれの家屋も損傷が大きい。） 

 
図 5 簡易貫入試験およびオールコア地質ボーリング結果による東西地質断面 

 

 

図 6 コア地質試料（数字は深度を示す。） 
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